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網走医師会会長

中山　衡司 先生

　本年、定時会員総会当日の５月24日の臨時理事会

等で、中山衡司先生が新会長職に選任され、就任し

ましたので、ご紹介させていただきます。

　中山先生は、昭和25年に、中山小児科診療所を開

設された中山衡一先生のご子息ではありますが、平

成22年３月１日からは医院を移転新築し、理事長職

と院長職を兼ねての内科・小児科・漢方を標榜する

医療に携わっております。

　昭和28年２月11日生まれの、現在、満64歳。医師

としては成熟期でしょうか、まだまだ頑張り続けて

いただく年齢でもありますが、「小児科」を標榜す

る開業医の開設する医院としては、昨今の斜網地域

的な状況からは「最後の牙城」ともなっています。

　先生は、網走の中学、高校を卒業後、帝京大学医

学部に進学、大学院も修了され、昭和62年３月には

医学博士の学位も取得し、小児科医としての研鑽、

経験も豊かと、拝察いたしております。

　先生は、一次救急当番医療機関として長らく携っ

ているだけでなく、自らの医療機関の運営管理そっ

ちのけで、福祉医療行政にも協力するなど、「斜網

地域の医療の存続と、医療サービスの向上」をテー

マとしていることもあり、率先し、行政との関わり

を強めながらご尽力されておりますが、この地域の

医療、地域住民に対して貢献している姿も、お伝え

せずにはいられません。

　最近では、たばこ喫煙の弊害により「禁煙のスス

メ」を提唱していますが、今日的には、国も、全国

の医師会も、受動喫煙防止対策に取り組んでいるこ

ともあり、時代的要請というか、重要な国家国民的

課題ともなっていますし、ご理解はいたしておりま

す。

　また、先生からは、最近「覆水盆に返らず」「出

る杭は打たれる」のことわざと、「出過ぎた杭は打

たれない」（永六輔氏）と「出ない杭は腐る」（五木

寛之氏）の名言を自らの戒めとして、また、座右の

銘のごとく噛みしめているとお聞きいたしました

が、医師としての本分、信念、信頼からは含蓄もあ

ると、理解できます。

　また、愛読書が「ゆく河の流れは絶えずして、し

かももとの水にあらず…」で始まる、鴨長明の「方

丈記」と聞いて、格言としては同様の趣旨、志向と

も受け取れて、うがっていましたが、時代は違って

いても、どんな災害、困難が起きても、冷静沈着に

その趨勢を見極めてから決断をしていきたいとの思

いも、どこかにあるのでしょうか。

　雑ぱくなご紹介ではありますが、先生自身も、末

永く健康に十二分に留意され、この斜網地域の医療

の過疎化の抵抗勢力の旗頭として、邁進されますこ

とを陰ながらお見守りいたします。

　その柔和な物腰の中にも、強い眞を貫く姿勢と、

定評のある患者本位の「優しさ」を保たれ、私たち

の網走医師会と、地域医療の未来に、明るい展望を

お示しいただければとご期待しながら、中山衡司新

会長のご紹介といたします。
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